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Coverdaleをめぐって
―The Blithedale Romanceの一考察―
大谷香奈
アメリカの作家ナサニエル・ホーソーン（Nathaniel Hawthorne, 1804 ～
64）は大作家として認められており、彼についての研究は膨大な量にのぼる。
本論文では彼の長編作品 4 作品のうちの『ブライズデイル・ロマンス』（The 
Blithedale Romance, 1852）における彼が描く女性像を論じる。
物語は、詩人カヴァデイル（Coverdale）がブライズデイル（Blithedale, 快
活な谷）と名付けられた理想郷を作ることを目的とした共同体に向かって新
生活へと出発する前夜から始まる。Preface で、ホーソーンはブライズデイ
ルを架空の土地であると記しているが、彼がブルック・ファーム（Brook 
Farm）で 1841 年に経験にしたことに基づいて書かれている。実際に著者ホー
ソーンも理想郷を夢見たことがあった。その中から彼は逃げ出したのである。
その点ではカヴァデイルと著者には共通するところが少なくない。
他に、罪人の更生施設を作ることを念願としている博愛主義者ホリングズ
ワース（Hollingsworth）、プライドが高く素晴らしい知性をもった黒髪で性
格の強い女性ゼノゥビア（Zenobia）、金髪で神経質な性質をもったか弱く美
しい乙女プリシラ（Priscilla）、彼女らの過去を知る老人ムーディ（Moodie）、
彼女らの弱みを握る謎の教授ウェスタヴェルト（Westervelt）が物語の主要
人物である。ホリングズワース、ゼノゥビアの二人は、カヴァデイルと共に
ブライズデイルで理想の世界を追い求める。
We had left the rusty iron frame-work of society behind us. We had 
broken through many hindrances that are powerful enough to keep most 
people on the weary tread-mill of the established system, even while they 
feel its irksomeness almost as intolerable as we did. We had steps down 
from the pulpit; we had flung aside the pen; we had shut up the ledger; we 
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had thrown off that sweet, bewitching, enervating indolence, which is 
better, after all, than most of the enjoyments within mortal grasp. It was 
our purpose-a generous one, certainly, and absurd, no doubt, in full 
proportion with its generosity-to give up whatever we had heretofore 
attained, for the sake of showing mankind the example of a life governed 
by other than the false and cruel principles, on which human society has 
all along been based.（648）
ブライズデイルで一同が会した初日の夜に、互いに決意を話しあう場面で
ある。より良き生活を求めて、夢・計画の実現に大きな希望と決意が込めら
れていることが分かる。この後にプリシラがホリングズワースに連れられて
町から逃げてくる。
物語はカヴァデイルの一人称体の語りで進められる。この中で、女性に対
する見方に著者ホーソーンの影が見え隠れしているのを感じることがで
きる。
ホーソーンの 4 つの長編の語り手について考えてみると、まず、第 1 作の
『緋文字』（The Scarlet Letter, 1850）は著者自身である。登場人物それぞれの
心情や性質が細かく説明されている。次の『七破風の屋敷』（The House of 
the Seven Gables, 1851）の語り手は顔を出さず、ある程度客観的描写がされ
ている。例えば、クリフォード（Clifford）が長い牢獄生活から屋敷に帰っ
てくる場面では、読者には最初は誰なのか分からない表現がされており、物
語が進むにつれてそれがはっきりする。ピンチョン判事（Judge Pyncheon）
は周囲からの信頼も厚く立派な人間として描かれている。しかしホゥルグレ
イヴ（Holgrave）は彼の本質を見抜いており、嫌悪感を感じているのだが、
それも後になって正しいことが分かる。最も驚くことに、ホゥルグレイヴが
モール家（Maule）の子孫だったということが物語の終わりのほうで明らか
にされ、これまでピンチョン家（Pyncheon）に彼が向ける関心の真相を知る
ことになる。第 4 作『大理石の牧神』（The Marble faun, 1860）の語り手はホー
ソーン自身である。
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さて、物語中カヴァデイルはゼノゥビア , プリシラの女性二人の描写を
詳しくしており、対照的な二人の美しさが様々に表現されている。その表
現の中には、二人のどちらに対しても「彼女を愛している」という彼の感
情は書かれていないものの、大多数の読者は、彼がゼノゥビアに好意を抱
いていると感じる。彼がブライズデイルでの生活初日にゼノゥビアと初め
て対面した時には、彼女に好意を寄せていることを予測させる一節がある
からである。
“We shall find some difficulty in adopting the Paradisiacal system, for 
at least a month to come. Look at that snow-drift sweeping past the 
window! Are there any figs ripe, do you think? Have the pine-apples 
been gathered, to-day? Would you like a bread-fruit, or a cocoa-nut? 
Shall I run out and pluck you some roses? No, no, Mr. Coverdale, the 
only flower hereabouts is the one in my hair, which I got out of a green-
house, this morning. As for the garb of Eden,” added she, shivering 
playfully, “I shall not assume it till after May-day!”
Assuredly, Zenobia could not have intended it-the fault must have 
been entirely in my imagination-but these last words, together with 
something in her manner, irresistibly brought up a picture of that fine, 
perfectly developed figure, in Eve’s earliest garment. （646 Italics mine）
ゼノゥビアは自由で無頓着な表現をするところがある。「エデンの園のイ
ヴの衣装」とは、つまり、カヴァデイルがゼノゥビアの裸の姿を想像したと
いうことになる。
しかし、最後の 29 章 ‘Miles Coverdale’s Confession’ では、“I-I myself-was 
in love-with-PRISCILLA!”（848）と告白し、物語は閉じるのである。
この言葉で読者は驚かされることになる。
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ホーソーンの作中人物には、時々名前に、象徴的な意味が込められている
場合がある。例えば『緋文字』のディムズデイル（Dimmesdale） ［dim+dale］、
チリングワース（Chillingworth） ［chilling］、「美の芸術家」（“The Artist of the 
Beautiful”, 1844）のオーウェン・ウォーランド（Owen Warland） ［war+land］、
『七破風の屋敷』のフィービー（Phoebe, 太陽神フィーバス（Phoebus）の妹、
月の女神の名がフィービー（Phoebe）であるが、一方では Phoebus の女性形
であり太陽とも関係がある。更に、ホーソーンの妻ソファイア（Sophia）の
愛称でもあった。）などが挙げられる。この作品のプリシラも、prissy の意
味が含まれており、批評家ニーナ・ベイム（Nina Baym）はホリングズワー
スを［hollow + worth］として読めると記している。1
カヴァデイルという名は［Cover+dale］と読める。つまり彼には心を隠す
性質があることが暗示されている。
普通、物語の一人称体の語りについては、読者は当然語り手が虚偽を語ら
ないという前提で読み進める。だからこういったどんでん返しともいうべき
巻末の一節があると読者は驚くことになる。語り手が心を隠していたのだ。
従来の多くの批評 2 はカヴァデイルの最後の告白が唐突すぎるということに
なっているが、作品を綿密に読むと必ずしもそう言い切れないように思う。
では、いったいいつから彼のゼノゥビアへの好意が薄れ、プリシラに思い
を寄せるようになり、それが愛に変わったのであろうか。この論文では、こ
の点について考察したい。
まず、前に述べたように、カヴァデイルはゼノゥビアに好意を寄せていた
はずである。
カヴァデイルが彼女と初めて会った時の描写は次のようなものであった。
［Zenobia］ （as the reader, if at all acquainted with our literary 
biography, need scarcely be told） was not her real name. She had 
assumed it, in the first instance, as her magazine-signature; and as it 
accorded well with something imperial which her friends attributed to this 
lady’s figure and deportment, they, half-laughingly, adopted it in their 
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familiar intercourse with her. She took the appellation in good part, and 
even encouraged its constant use, which, in fact, was thus far appropriate, 
that our Zenobia-however humble looked her new philosophy-had as 
much native pride as any queen would have known what to do with.（642）
彼女がプライドの高いことで有名な Palmyra の女王 3 の名前をペン・ネー
ムに選んでいることは、自分がプライドが高く女王のように気品があること
を自認しているからであろう。
She was, indeed, an admirable figure of a woman, just on the hither 
verge of her richest maturity, with a combination of features which it is 
safe to call remarkably beautiful, even if some fastidious persons might 
pronounce them a little deficient in softness and delicacy. But we find 
enough of those attributes, everywhere. Preferable-by way of variety, at 
least-was Zenobia’s bloom, health, and vigor, which she possessed in 
such overflow that a man might well have fallen in love with her for 
their sake only. In her quiet moods, she seemed rather indolent; but when 
really in earnest, particularly if there were a spice of bitter feeling, she 
grew all alive, to her finger-tips.（645）
ゼノゥビアからは、堂々としてかなり強い美しい女性という印象を受ける。
一方、プリシラから受ける第一印象はどんなものであっただろうか。
The stranger, or whatever she were, remained standing precisely on 
that spot of the kitchen-floor, to which Hollingsworth’s kindly hand had 
impelled her.... Her brown hair fell down from beneath a hood, not in 
curls, but with only a slight wave; her face was of a wan, almost sickly 
hue, betokening habitual seclusion from the sun and free atmosphere, like 
a flower-shrub that had done its best to blossom in too scanty light. To 
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complete the pitiableness of her aspect, she shivered either with cold, or 
fear, or nervous excitement, so that you might have beheld her shadow 
vibrating on the fire-lighted wall. In short, there has seldom been seen so 
depressed and sad a figure as this young girl’s; and it was hardly possible 
to help being angry with her, from mere despair of doing anything for her 
comfort. （655）
プリシラに対しては語り手が同情に似た感情を向けていることが分かる。
この時点では、まだプリシラ自身、心を閉ざしているため彼女の内面の美
しさは外には表われていない。そのためカヴァデイルは彼女を女性として見
ていないという印象を受ける。
一方、プリシラがブライズデイルに現われるまで、ゼノゥビアの不思議な
雰囲気や美しさについての描写は多い。
プリシラがブライズデイルの生活に溶け込み始めると、カヴァデイルの関
心は彼女のほうにも向けられるようになるが、ゼノゥビアへは好意を感じつ
つ、それでいて恐れているようでもある。
Zenobia was truly a magnificent woman. The homely simplicity of her 
dress could not conceal, nor scarcely diminish, the queenliness of her 
presence. The image of her form and face should have been multiplied all 
over the earth.... I know not well how to express, that the native glow of 
coloring in her cheeks, and even the flesh-warmth over her round arms, 
and what was visible of her full bust-in a word, her womanliness 
incarnated-compelled me sometimes to close my eyes, as if it were not 
quite the privilege of modesty to gaze at her. Illness and exhaustion, no 
doubt, had made me morbidly sensitive.
I noticed-and wondered how Zenobia contrived it-that she had 
always a new flower in her hair. And still it was a hot-house flower-an 
outlandish flower-a flower of the tropics, such as appeared to have 
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sprung passionately out of a soil, the very weeds of which would be 
fervid and spicy.（669）
彼女に肉体的な魅力を感じており、語り手の感情が表れている数少ない部
分である。と同時に、彼女が常に髪に付けている温室で育てられた花は、彼
女のぜいたくさを暗示する一方で、人工的な飾りであるために、『緋文字』
のへスター（Hester）が胸に着けていた華やかな A の文字を読者に思い出さ
せる。
“Zenobia is an enchantress!” whispered I once to Hollingsworth. “She 
is a sister of the Veiled Lady!
That flower in her hair is a talisman. If you were to snatch it away, she 
would vanish, or be transformed into something else!” （670）
ゼノゥビアのことを、魔術師ではないか、さらに、実は結婚していたので
はないか、とカヴァデイルは憶測の根拠がないことを言う。
この時彼は風邪をひいて苦しんでおり、熱に犯された彼の想像力は直観的
であるものの、ホーソーンはここで今後の展開に伏線を張っているのである。
また、ホーソーン自身も、過去に何か暗い経験がある女性は危険だという意
識をもっていた。例えば、『大理石の牧神』のミリアム（Miriam）は過去に
関係をもったモデル（Model）に悩まされていて、その結果ドナテロ（Do-
natello）を破滅に導き、彼の純粋さを奪ってしまう。
病床についている間に、カヴァデイルのゼノゥビアについて知りたいと思
う気持ちは強くなっていく一方であった。ゼノゥビア本人にもそれが伝わっ
ているようで、彼女は「私の何を見つけようとしているの」と疑問を口にす
るくらいである。
その一方でカヴァデイルは、病中一番気になったのはプリシラがブライズデ
イルに来てからどうなったかということであった、とも言っている。というのも
彼女についての紹介の手紙が今になって町の牧師から送られてきたからである。
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There was a hint, not very intelligible, implying either that Priscilla 
had recently escaped from some particular peril, or irksomeness of 
position, or else that she was still liable to this danger or difficulty, 
whatever it might be. （674） 
手紙には、上に引用した内容が彼女の紹介以外に書かれており、ここにも
ホーソーンは将来の伏線を張っている。
また、この時がプリシラを守ろうと無意識のうちに思い始めるきっかけに
なったのであろう。実際にこれ以後、カヴァデイルのプリシラに向ける視線
は多くなり、彼女を守ろうという気持ちが随所で伺える。
カヴァデイルは、風邪が回復してからは、ゼノゥビアのプリシラへ向ける
冷たい態度に注意を向けるようになる。
Zenobia-who showed no conscience in such matters-had also rifled a 
cherry-tree of one of its blossomed boughs; and, with all this variety of 
sylvan ornament, had been decking out Priscilla. Being done with a good 
deal of taste, it made her look more charming than I should have thought 
possible, with my recollection of the wan, frost-nipt girl, as heretofore 
described.  Nevertheless,  among those fragrant blossoms,  and 
conspicuously, too, had been stuck a weed of evil odor and ugly aspect, 
which, as soon as I detected it, destroyed the effect of all the rest. There 
was a gleam of latent mischief-not to call it deviltry-in Zenobia’s eye, 
which seemed to indicate a slightly malicious purpose in the arrangement.
（682 Italics mine）
そして、ゼノゥビアに飾られたプリシラについて感想を求められたカヴァ
デイルは、まずゼノゥビアの悪意の表れであろうプリシラの洋服に刺された
美しい花の装飾の中の雑草を取り除かせる。そして、ここで初めてプリシラ
の美しさを表現豊かに描写している。
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“Yes; she deserves some verses now,” said I, “and from a better poet 
than myself. She is the yew, picture of the New England spring, subdued 
in tint, and rather cool, but with a capacity of sunshine, and bringing us a 
few alpine blossoms, as earnest of something richer, though hardly more 
beautiful, hereafter. （682）
さて、今度は、ゼノゥビアとプリシラの関係に焦点をあてよう。
プリシラは、始めからゼノゥビアへの依頼心が特別強く、それがずっと続
いたが、ゼノゥビアはプリシラに軽い軽蔑が混じった意地の悪い態度をとる
様子が垣間見られる。強い性質をもったゼノゥビアはか弱いプリシラをいじ
めたくなったのであろう。また、ホリングズワースの関心・優しいふるまい
が、ゼノゥビアではなくプリシラに向けられていたことにも原因があるよう
に思える。
ゼノゥビアはカヴァデイルに対して、秘密や心を覗かれるため嫌悪感を感
じているに違いなく、最初にカヴァデイルが風邪をひいた時に示したような
温かい態度からは変わっていき、心の距離を置くようになる。
プリシラの心はゼノゥビアとホリングズワースにばかり向けられ、カヴァ
デイルには始めから終わりまで特別な感情は向けられない。三人にあまり注
目されないカヴァデイルは物語中、疎外感を感じていたたまれない気持ちに
なる。同じ場所にいるのに孤独感を感じている場面があるほどである。4
I smiled-somewhat bitterly, it is true-in contemplation of my own ill-
luck. How little did these two women care for me, who had freely 
conceded all their claims, and a great deal more, out of the fullness of 
my heart; while Hollingsworth, by some necromancy of his horrible 
injustice, seemed to have brought them both to his feet!
“Women almost invariably behave thus!” thought I. “What does the fact 
mean? Is it their nature? Or is it, at last, the result of ages of compelled 
degradation? And, in either case, will it be possible ever to redeem them?”（741）
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語り手カヴァデイル自身の心の内を語っている数少ない場面のひとつであ
る。かつて「エリオットの説教壇」と呼ばれる岩の傍らで、四人が集まり、
女性の権利について語り合っていた時、ゼノゥビアが主張した女性の権利の
確立と、女性はもっと強くなって前に出なければならないという主張にカ
ヴァデイルは賛成した。それに対しホリングズワースは反対し、プリシラか
ら黙従と信頼の視線を獲得し、さらにゼノゥビアの考えさえも変えさせたの
である。これは両者とも少なくともホリングズワースへの好意が原因となっ
ているように思う。普段女性に対し敬意を表しているカヴァデイルは、この
時ばかりは、女性特有の性質について批判的になっている。
再びカヴァデイルに焦点を戻すことにしよう。
三人とよく関わりあうようになると、カヴァデイルも人の心を覗こうとす
る自分自身の性質に対し危険を感じるようになってくる。
It is not, I apprehend, a healthy kind of mental occupation, to devote 
ourselves too exclusively to the study of individual men and women. 
（692）
これはホーソーン自身が自分に対して抱いていた危惧の投影であり、しば
しば作品のテーマとしていたものである。『緋文字』で、他人の心の秘密を
探ることにとらわれ破滅したチリングワースと比べると、カヴァデイルはこ
の時点でそのことに気づき始めたため、自身の破滅にまでは至らなかったの
であろう。実際にその執着は異常なまでになっていく。こういった部分にも
ホーソーンと共通するところがある。
四人の交際が増えるこの頃から、プリシラの美しさについての描写が増え
てくる。まず、プリシラをなんとか救いたいという気持ちがある。さらに、日々
増していく彼女の美しさをカヴァデイルは感じる。
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I would really have gone far to save Priscilla, at least, from the 
catastrophe in which such a drama would be apt to terminate. （695）
Priscilla had now grown to be a very pretty girl, and still kept budding 
and blossoming, and daily putting on some new charm, which you no 
sooner became sensible of, than you thought it worth all that she had 
previously possessed.... Yesterday, her cheek was pale; to-day, it had a 
bloom. Priscilla’s smile, like a baby’s first one, was a wondrous novelty. 
Her imperfections and short-comings affected me with a kind of playful 
pathos, which was as absolutely bewitching a sensation as ever I 
experienced.（695）
さらに、プリシラの生活にはカヴァデイルの心を打つ小さな出来事が多
かった。暗かった彼女から陽気さが増していき、それは繊細で壊れやすいハー
プのように甘美な音楽を生み出す。ブライズデイルの皆に愛されている彼女
を微笑ましく思っているようである。
彼女に好奇心を抱いたとはっきり述べている場面もある。彼女は、人の心
を天使がいる最高の天国 “ 第七天国 ” へと運んでくれる、とある。なんとも
美しい最高の表現である。
It appeared to me-who have always been curious in such matters-that 
Priscilla’s vague and seemingly causeless flow of felicitous feeling was 
that with which love blesses inexperienced hearts, before they begin to 
suspect what is going on within them. It transports them to the seventh 
heaven.（698）
この頃になると、カヴァデイルのゼノゥビアへ向ける視線は以前とは異
なってくる。ゼノゥビアのプリシラへ向ける悪意ととれる視線や行動をカ
ヴァデイルは見逃していない。
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Zenobia bade Hollingsworth good night very sweetly, and nodded to 
me with a smile. But, just as she turned aside with Priscilla into the 
dimness of the porch, I caught another glance at her countenance. It 
would have made the fortune of a tragic actress, could she have borrowed 
it for the moment when she fumbles in her bosom for the concealed 
dagger, or the exceedingly sharp bodkin, or mingles the ratsbane in her 
lover’s bowl of wine, or her rival’s cup of tea.（700）
ホリングズワースがプリシラに対し特別にやさしいという事実は、彼を恋
しているゼノゥビアには心地よくなかったはずである。それを客観的にみる
カヴァデイルはゼノゥビアの中の、女としての恐ろしさを感じているようで
ある。
この後もゼノゥビアがプリシラに対し冷たい場面は多くある。ムーディが
ブライズデイルを訪れた時、二人の様子についてカヴァデイルに “Like a 
gentlewoman and her maid servant, I fancy?”（708）と聞いている。まさにそ
の通りの視線をゼノゥビアはプリシラに向けているのである。
ウェスタヴェルトがブライズデイルを密かに訪ねてきた時、偶然カヴァデ
イルに出会い、ゼノゥビアとプリシラに会うにはどこへ行けばいいかと尋ね
るが、カヴァデイルは危険を察知しプリシラについては教えることを拒否し
た。5 そしてカヴァデイルはゼノゥビアとウェスタヴェルトの密会を目撃す
るのだが、ここで二人の秘密を探りたい気持ちは増し、その一方でその気持
ちに危険を感じたようである。
そして彼は、ホリングズワースの博愛主義者としてのブライズデイルでの
改革を拒否するのであるが、そこでもゼノゥビアとプリシラについて心配す
る。彼はここでの生活に疑問を感じブライズデイルを離れるが、その数日後
に、都会でまたゼノゥビアとプリシラに出会う。この時ウェスタヴェルトも
一緒で、恐らくゼノゥビアがプリシラを引き渡したのだとカヴァデイルは推
測したのであろう。
ブライズデイルを離れて下宿屋にいたカヴァデイルは後悔の念でいっぱい
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となり、運命に立ち向かっていけそうな力がありながらも、彼は仲間を見捨
ててしまったと深く思い悩む。
I was full of idle and shapeless regrets. The thought impressed itself 
upon me, that I had left duties unperformed. With the power, perhaps, to 
act in the place of destiny, and avert misfortune from my friends, I had 
resigned them to their fate. That cold tendency, between instinct and 
intellect, which made me pry with a speculative interest into people’s 
passions and impulses, appeared to have gone far towards unhumanizing 
my heart.（767）
繰り返しになるが、人の情熱や心を覗き見ては想像を逞しくするといった
性質は著者ホーソーンと共通するところであり、それについての後悔の思い
が強調されている。ここには作者の自戒の気持ちが秘められている。また、
カヴァデイルが泊まっていた下宿屋のことを “My hermitage-the tree-soli-
tude of my owl-like humors.”（766）と言っているが、ホーソーンも自分自身
を夜になると行動を始める梟によく譬えている。
しかし、ゼノゥビアとプリシラに再会すると、カヴァデイルは、この二人
とウェスタヴェルトの関係の秘密を解くことに再び思いを向ける。まず再会
したゼノゥビアからは、彼に対し軽蔑が混じった怒りが覗え、以前の心安さ
など二人の間にはなくなっていることが感じられる。そして、カヴァデイル
の方もゼノゥビアへの気持ちはもう愛ではなくなった。むしろ化けの皮を剥
がしたいという気持ちに変わっていた。
ゼノゥビアの描写からは嫌悪感しか伝わってこない。
In the gorgeousness with which she had surrounded herself-in the 
redundance of personal ornament, which the largeness of her physical 
nature and the rich type of her beauty caused to seem so suitable-I 
malevolently beheld the true character of the woman, passionate, luxurious, 
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lacking simplicity, not deeply refined, incapable of pure and perfect taste. 
（776 Italics mine）
I determined to make proof if there were any spell that would exorcise 
her out of the part which she seemed to be acting.（776）
次に、再び対面できたプリシラに対して話しかけるカヴァデイルの言葉か
らは、いつも彼女のことを考えていたことが分かる。さらに、この時プリシ
ラの美しさについても考えており、その描写はゼノゥビアとは正反対である。
“I am glad to see you, my dear Priscilla,” said I, still holding her hand. 
“But everything that I meet with, now-a-days, makes me wonder whether 
I am awake. You, especially, have always seemed like a figure in a 
dream-and now more than ever.”（779）
カヴァデイルがゼノゥビアを見ると、むしろプリシラの穏やかな魅力が増
大した、ともある。
ブライズデイルを離れ、そして再会した時にプリシラを守りたいという彼
の気持ちが強くなり、愛に変わっていたと考えられる。
この後カヴァデイルは、二人の秘密を解く鍵となるのではないかと思って
ムーディを訪れ、ゼノゥビアとプリシラが母親の違う姉妹であることが明ら
かにされる。村の公会堂で行われたヴェイルの貴婦人の再公演では、ホリン
グズワースの手によって、それまでウェスタヴェルトの魔術に操られていた
プリシラは救われる。この時点でカヴァデイルがプリシラを救わなかったの
は、彼女がホリングズワースを愛しているのを知っていたからであろう。こ
こでも彼は気持ちを押し殺し、名前の文字通り本心を隠した‘cover’のである。
カヴァデイルがゼノゥビアとプリシラについて関心をもったことが、二人
を不幸にしたのであろうか。カヴァデイルの行為が単に好奇心をもってのこ
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とであったのだろうか。そのために彼自身独身で初老になっている。彼が自
らの性格のために不幸になったことは確かである。プリシラへの思いがあっ
たのにも拘らず彼は行動しなかった。
ブライズデイルでの生活中にゼノゥビアが話した「銀色のヴェイル」6 に登
場する青年の物語が暗示しているように、カヴァデイルもまたプリシラの過
去の生活が秘密のヴェイルに包まれていることに不安を覚え、彼女に愛を告
白することを恐れたのではないだろうか。7 ゼノゥビアの物語に出てくる青年
セオドア（Theodore）は勇気がないため、ヴェイルを着けた女性の心に踏み
込めずに彼女とは結ばれなかった。同じようにカヴァデイルもプリシラと結
ばれることなく、寂しい老年を送ることになる。
物語の筋を追うと、この後カヴァデイルはブライズデイルに戻ることにな
る。ホリングズワースは実際にはプリシラに惹かれながらも、ゼノゥビアの
財産を利用しようとして彼女に接近していった。しかし、ムーディは、ゼノゥ
ビアがプリシラに冷たいことを知りゼノゥビアの財産を取り上げたと思われ
る。その結果、ホリングズワースはゼノゥビアを見捨てることになる。ゼノゥ
ビアはホリングズワースとの破局に直面して、自殺する。ホリングズワース
は、自分が彼女を利用しようとしていたことに気づき、犯した罪にうちのめ
される。そして以前もっていた博愛主義者としての危険な計画への熱意は消
え、心も弱くなり、プリシラと結ばれることとなる。それも、か弱い乙女だっ
たはずのプリシラのほうが保護者であるかのように見えるまでに、屈強だっ
た彼は弱々しく子供のような姿になってしまうのである。
ここにはホーソーンが提示する教訓といったものが感じられる。ホリング
ズワースのように個人の支配的感情、そしてカヴァデイルのように追及心が
強すぎると、危険な結果を招くことになるのである。他人の心を受け入れら
れなくなり、人の心を破滅させるのである。
カヴァデイルは人の心や秘密を暴くことにとらわれたが、ホリングズワー
スのような破滅にまでは至らなく、ホリングズワースを許すことができた。
心を隠していたから助かったのかもしれない。
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本論文では、カヴァデイルの最後の告白は唐突であるという多くの見方に
対して、実はそうではないことを証明した。
また、カヴァデイルの語りによって、自身の心を隠しながら進んでいた物
語の中に、プリシラを愛することになった転機があったという事実も明らか
にした。
註
1. Nina Baym “The Blithedale Romance： A Radical Reading” （357）
2. その例の一つとして次の論文をあげておく。
 Louis Auchincloss “The Blithedale Romance： A Study of Form and Point of 
View” （391）
3. 在位 267 ～ 272 年。エジプトを征服したが、その後ローマに征服された。
権力欲の強い女王として知られる。
4. カヴァデイルが風邪をひいて寝室にこもっていた時にプリシラは彼宛の
手紙を持ってきて、それと一緒にナイトキャップをくれたことがあった
が、それは単に彼女の優しさの表れと解釈したい。
5. ゼノゥビアについて、ウェスタヴェルトに所在を聞かれたときは、“You 
have but to go thither and ask for her. This very path will lead you within 
sight of the house;-so I wish you good morning.”（713）と答えている。
6. 13 章 ‘Zenobia’s Legend’ でゼノゥビアが語る物語「銀色のヴェイル」（“THE 
SILVERY VEIL”）を指す。
7. “Some Rents in the Veil： New Light on Priscilla and Zenobia” で Barbara F. 
Lefcowitz と Allan B. Lefcowitz が指摘しているように、当時の針子には
いかがわしい生活を送らざるを得ない者がいた。
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